


 ・8時間勤務により、職員の定着も良く、余裕のある介護が出来ている。 

 

）労働加重のない、家族の絆も深められる 8時間勤務と夜間勤務月 4回程度、休暇希望

も織り込んだ勤務シフトにより、月 1 日以上の有給休暇取得も出来、職員定着も良く、

退職理由も結婚退職以外にない状況である。 

 

４ 会 体 

ット  月１回（ユニットにて・・施設長、ユニット職員全員、看護師）入

所者(里人さんと呼んでいる)のケース検討、業務検討と改善、施設方針、行事等の周知） 

 

（２） ニットリ ダ  月２回（ユニットリーダー、サブマネージャー、施設長） 

・・・法人方針、施設方針、行事、事務連絡、人事連絡等） 

 

３  月１回（各施設長、各事業責任者、事務長）・・・月次決算書に基づき収

支検討と職員採用、施設整備計画等の検討 

 

４）各  

①研修委員会(法人全体) 

②広報行事委員会(法人全体) 

③身体拘束委員会 

④事故防止委員会 

⑤感染症・褥そう委員会 

⑥個別ケア委員会 

⑦働きやすい職場づくり委員会 

 

 ット アの み 

いづく  

いづくり 

施設への入居は、ご家族様との生活空間の距離が遠くなり今までの家庭や地域での生 

活との違いから大きな戸惑いや混乱を生じやすい。 

そこで当施設への入居は引っ越しをするという考えのもと事前説明を行ないながら、

慣れ親しんだ馴染みのもの（家具や仏壇、神棚など）を持ち込んでもらい、家庭的な雰

囲気を取り入れ、安心した生活空間作りをご家族の協力のもと行っている。また、より

よい環境作りは、ご家族様やご本人様との対話などを持ちながら、里人さんを知ること

で居場所作りの工夫を暮らしの変化に応じて随時行っている。 

ユニット入口には、玄関を設け入居されている里人さんに合わせさまざまな雰囲気を出

している。 

      
           の え玄  
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することで、よりその方に適した暮らしの継続支援を心がけている。職員の勤務は 8 時

間。しかし、入居されている里人さんの暮らしは 24時間であり、最低でも 3名の支援者

がいなくては継続した支援は出来ない。その職員間で他職種協同して支援を行うにあた

り、暮らしの情報を共有し、統一した支援を行うことが重要であり、それを容易にした

ものが 24時間シートである。 

起きた時がその方の１日の始まりであり、起きた時に温かいご飯とみそ汁が出せるよ

うに配慮している。 

おひとりずつの生活状態に合わせて支援を行うにあたり、里人さんに合わせた生活を

24 時間シートに情報を随時追加・見直しを行いながら里人さんの生活範囲と支援者の支

援する導線を近くする工夫を行った。そのことにより一斉ケアでなく、その方に応じた

リズムでのランダムなケアを行うことが少しずつ出来るようになり、職員のケアの統一

と共に、職員間の協力体制が構築され、生活の中で職員側の時間にゆとりができた。そ

のことにより里人さんとの寄り添いの時間やコミュニケーションが多く図ることが出来

るようになり、その中から暮らしのヒントが見つけやすくなった。 

業務優先でなく、如何にケア優先出来るか支援者がしっかりと理解し実践することが

大切である。 

 

知 の入 への に る り み 

施設方針より、自由な生活が出来るよう行動を制限するような施錠などは行っていな

い。さまざまなケースはあるが、取り組みによる認知症状の軽減が図ることが出来てい

る。入居されてから、1ヶ月程度経過し、自分の家に帰りたいと毎日何度も訴えられ、興

奮することが多く、施設外に何度も出ていくなどあった方が、その方の馴染みの生活、

嗜好、趣味などの聞き取りを進め、本人さんの居場所づくりや役割、そしてご家族様に

面会を多く来て頂き、また外出するなどの気分転換を図ることで、現在落ち着いている。 

   
を       プラ の の      の り  

 

④ しの  

3 大介護である入浴、食事、排泄への支援を柱に、それぞれに応じたケアを行っている。

その中でさまざまな工夫を行っている中で、食事についてさまざまな試行錯誤を通して

おり、まずは食器類をそれぞれ持ち込んで頂くことをベースとしている。 

食事を楽しむために、食事準備から後片づけの時間を含めて、雰囲気づくりを心がけ、

また支援者だけがするのではなく、里人さんにもその日その日によって、調理や準備、

後片づけにも出来るだけ参加して頂くようにしている。また、目の前で調理する姿を見

て、出来ない、手が使えないなどで参加していなかった方も、少しやってみようという

意欲が出たり、そのことで笑顔が増えたりもした。参加出来ない方にも調理をする姿を

見て、会話が弾み、食欲にも変化が見られる。 

開設時は委託業者による調理を提供していたが、2008 年 2 月から厨房を自社化へ切り

─ 206 ─





      

  ラン アの催 の       の        敬 イベン  

 

⑦ の り 

 里人さんの暮らしの充実へ向けた趣味や特技の把握や職員の趣味や特技の聞き取りを

通してサークル活動化している。（身だしなみサークル、フラワーサークル、書道サーク

ルなど） 

    

  み クル       サ クル        フラワ クル 

 

（２ の 上 ソフト) 

 個別ケアを行うにあたり、良いケアを行うためには最低 2：1以上が必要であり、職員

人員配置指定基準に対し、開所当初より手厚く配置（Ｈ21 年 4 月時点 1.78：1）を行っ

ている。 

「自分も入りたい、家族も入れたい」という施設の信念の支援の実践を目指し、ケア

の質を高めるためには、職員研修の機会を多くもち、理念、施設の方針や想いをしっか

りと職員が共有しながら進めていく様心がけている。また、第三者評価制度の活用によ

る、施設内での改善すべき事項を明確化し、皆が同じ方向を向きながら一緒に成長して

行くことが大切である。 

 

６ め  

 ユニットケアを推進する中で、ハード・ソフト・システムが相まって初めて良い支援

ができるものであり、それらのバランスをうまく保ちながら質を高めていくことが重要。 

ユニットケアは、誰のために、何をするのか、どうするのかは、お一人おひとりの里

人さんからであり、何回でも原点に戻ることが必要であると考える。 

ハード、システムはお金をかければいくらでも良いものが出来る。 

しかし、それらを使いこなすソフトの質向上があってこそ初めてよい援助が出来るも

のと考える。 

そのためには、働きやすい職場作りへ向けたさまざまな取り組みをする一方、処遇向

上が不可欠である。今年度、介護職員改善交付金をいち早く申請し、少しでも職員へ還

元していくことが大切である。しかし、施設の自助努力だけでは限界は見えている。 

介護報酬の改定による、民間企業と同等の賃金の支給が、よい人材確保となる。 

地域とのつながり、ボランティアコーディネートが今後の課題である。 
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